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                                      美術部作成によるスローガンの看板 

西 東 京 市 立 柳 沢 中 学 校 

校長      浅 野 周 子 

電話番号 04２−463−5014 

F A X番号 04２−462-3104 

令和６年６月２６日 第３号 

６月の取組目標は、「尊重」です。尊重するとは、

相手を大切にするということです。 

私たちは、生まれた時から日本国憲法で基本的人

権を保障されています。この権利は、誰も侵すこと

のできない永久の権利です。 

人を大切にすることは、とても重要なことです。

なぜなら、人と人とのつながりが深められ、お互い

を理解し合い、助け合うことができるからです。 

例えば、大切にすることで「思いやり」の心が芽

生え、クラスメイトや相手の立場に立って考えて行

動するようになり、良好な人間関係を築くことがで

きます。そうやって、クラスの人たち、先生や家族、

地域の人々に、「思いやり」の心をもって接するこ

とで、自分も安心して過ごせる環境を作ることがで

きるのです。 

１人１人を大切にし、みんなが思いやりの気持ち

をもって行動することができたら、みんなが居心地

がよい社会づくりにつながります。 

柳沢中生の皆さんは、日頃から人との絆を大切に

しています。今年も運動会のスローガンは、すばら

しいものが出来上がりました。運動会では、目には 

見えないけれど、心がつながる「絆」を感じること

ができたのではないでしょうか。 

運動会の取組中は、クラスの人と話す時に遣う

言葉を選んでみたり、友達の意見や考えに耳を傾

けたり、お互いを思いやる姿勢はいろいろな場面

で見られたことでしょう。 

縁があって柳沢中学校で一緒に生活することに

なった２６３人の生徒と教職員約４０人の柳沢中

という小さな社会。いろいろな人がいます。完璧な

人はいません。そして、中学校は、まだまだ、精神

年齢が幼い人や素直になれない人など成長真っ盛

りの人たちの集団です。 

人を大切にすることは、自分自身を大切にする

ことにもつながります。相手の気持ちを理解し、思

いやりの心をもつことで、自分の心も豊かになっ

ていきます。さらに、そのような心の在り方は、き

っと将来の自分の糧になるはずです。 

人を大切にする心を意識して、お互いを尊重し

合い、支え合っていきましょう。そうすることで、

より良い学校生活を送ることができるはずです。 

 

柳沢中学校通信 

尊重するとは思いやること 



 

                            

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第５３回運動会 

中学生時代は、１つの行事に一生懸命取り組み、

やり終えたあと、さわやかな気持ちや成長した自分

に気づくと嬉しい気持ちになる。そうやって成功体

験を積みながら、少しずつ「自信」も増えていき、

自己肯定感が上がっていくのである。 

時として、「自信のなさ」から、誰でも自分の中

にある「負の気持ち」が大きくなり、言い訳や怒り

に形を変えてしまったりすることがある。 

葛藤しているうちはいいが、あきらめの気持ちが

出てくると開き直りの言動も出現し、充実感や達成

感、満足感から遠いところに行ってしまう。 

二度とない中学時代だからこそ、「本当は、もっ

と頑張れたかもしれない。」と後悔してほしくない。  

青空の下、一生懸命に走る、跳ぶ、柳沢中生の姿

に元気をもらった人たちが多かったことを知って

おいてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校生徒による「南中ソーラン」 

 

修学旅行 スローガン 

Good memory forever 

一生残る思い出を作ろう！ 

 

 

 

 

 

今回の旅で、３年生たちは日本の歴史と文化を実

際に自分の目で見て、伝統や美しい自然、人々の心

の温かさに触れ、自分の中に新しい何かを感じるこ

とができたであろうか。 

そして、日本の魅力を存分に感じ、中学時代の素

晴らしい思い出を作ることができたであろうか。 

公立中学校における京都・奈良修学旅行は、グロ

ーバル社会に羽ばたいていく生徒たちにまず、自国

の良さを知るという大変意義深い体験となる。 

実際に、日本の歴史と伝統文化に直接触れること

で、自国の歴史や文化の素晴らしさを実感し、自国

への理解を深めることもできる。集団行動を通し

て、協調性や責任感、コミュニケーション能力、自

立心などの大切な資質も育まれる。 

今年も東大寺南大門の金剛力士像のぱっと大き

く開いた手のひらに力強さを感じ、見上げるほど大

きな大仏に励まされ、三十三間堂で圧倒された。 

この３日間は、生徒たちの心に中学時代の思い出

として刻まれ、これからの学校生活や将来の糧とな

っていくであろう。（詳細は、学年だよりをご覧ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆様へ】 
●「すぐーる」では、欠席・遅刻連絡を活用して

おりません。ご面倒ですが、学校までお電話でご

連絡くださいますようお願いいたします。（再掲） 

 

●「イヤーフォン購入お願いについて」 

６月１３日付でお子さまを通じて保護者通知

文を配布したところです。タブレット端末におけ

る動画視聴や英語のリスニングでも使いますの

で、ご理解及びご協力をお願いいたします。 

※ワイヤレスタイプやヘッドフォンのように高

価なタイプではなく、量販店で１００円強で入手

できるもので十分です。 

※東京都安全教育推進 

校の取組、「命の授業」 

で使用予定です。 

ご家庭でもお声がけ 

をお願い致します。 

 

「一生懸命は、美しい」 
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